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　６月７日に栄野で栄浜小学校全校生徒が、姫川で乙部小学校の4年生が各地域の水土
里を保全する会の方々の協力で田植え体験を行いました。児童は水土里を保全する会の
方に植え方を教わりながら、一つ一つ丁寧に苗を植えていました。終わりには協力して
くれた方々に感謝の気持ちを伝え、秋の収穫体験を今から楽しみにしていました。

いっぱい収穫できますように !!
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は
じ
め
に

　

令
和
元
年
第
二
回
乙
部
町
議
会
定
例
会
が

開
会
さ
れ
、
令
和
元
年
度
乙
部
町
一
般
会
計

補
正
予
算
案
等
を
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
今

後
、
町
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
私

の
町
政
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上

げ
、
町
民
皆
様
並
び
に
町
議
会
議
員
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
四
月
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
皆
様
の
心
か
ら
の
御
支
援
、
御
支
持
を

い
た
だ
き
、
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
皆
様
の
御
支
持
、
御
期
待
に
応
え
る

た
め
、
そ
の
責
任
の
重
大
性
を
十
分
認
識
し
、

全
力
を
挙
げ
町
政
運
営
の
健
全
な
執
行
に
取

り
込
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
の
方
々
も
町
民
皆
様
の

信
任
を
得
ま
し
て
乙
部
町
の
将
来
を
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
町
民
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
、
町
民
生
活
の
向
上
と

町
政
の
発
展
の
た
め
、
非
力
で
あ
り
ま
す
が
、

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
並
び
に
議
会
議
員
皆
様
の
一
層
の
御

指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ　

 

町
政
執
行
に
向
け
て
の

　
　

基
本
姿
勢

　

次
に
掲
げ
る
三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
考
え
方
を
大
切
に
し
、
町
民
の
皆
様
は
じ

め
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
、
町
職
員
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
、
お
互

い
の
理
解
を
も
っ
て
町
政
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
と
同

時
に
、
将
来
の
乙
部
町
を
担
う
人
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
乙
部
町
に
、
ま
た
、
乙
部

町
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
誇
り
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
真
髄
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ　

 

推
進
す
べ
き
施
策
の
概
要

　

当
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
産
業
振
興
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
等
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
、
団
体
等
と

行
政
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
町
民
の
豊
か

◎ 

町
民
の
く
ら
し
を
守
る
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り

◎ 

持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
、
幸
せ
を
感

じ
る
ま
ち
づ
く
り

◎ 

次
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
、
正
直
な

ま
ち
づ
く
り

※�この町政執行方針
は、令和元年６月
２７日開会の第２
回町議会定例会
で、冒頭に町長が
述べたものです。

町政執行方針
令和元年度

～
町
民
の
暮
ら
し
の
安
全
と
次
世
代
に
責

任
を
持
て
る
、
安
心
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
～
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で
、
楽
し
く
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実

現
に
向
け
、
今
年
度
の
主
要
施
策
の
基
本
的

な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
、
各
分
野
の
事
業

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
福
祉
・
介
護
・
保
健
・
医
療
等
︶

１
． 

心
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
に

優
し
い
施
策

　

人
口
減
少
の
中
で
あ
っ
て
も
、
地
域
で
の

交
流
を
核
に
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
思
い

や
り
や
、
い
た
わ
り
の
心
を
持
ち
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
連
携
を
持
ち
な

が
ら
、
き
め
細
か
い
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
に
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
福
祉
団
体
へ
の
支
援
や
、
社

会
や
地
域
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
高

齢
者
の
方
々
が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
充

実
感
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
敬
老
会
、
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
等
に
も
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
介
護
支
援

の
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
と
体
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
町
民

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
な
出
産
育
児
を
図
る
た
め
、
妊
婦
健

康
診
査
費
及
び
交
通
費
助
成
、
産
後
一
个
月

健
診
費
助
成
な
ど
母
子
保
健
事
業
の
推
進

や
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
、
早
期
診
断
、

早
期
治
療
の
た
め
の
、
健
康
相
談
、
健
康
診

査
等
各
種
検
診
、
各
種
予
防
接
種
等
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
こ
ど
も
医
療

費
給
付
事
業
、保
育
に
係
る
費
用
の
見
直
し
、

学
校
給
食
費
等
の
助
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
病
院
に
つ
い
て
は
、
国
の

医
療
費
抑
制
政
策
に
よ
り
、
診
療
報
酬
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
中
、
稼
働
病
床
数
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
算
定
が
変
更
さ
れ
る
な

ど
、経
営
的
に
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
を
含
む
初
期
医
療
、

在
宅
医
療
、
終
末
期
医
療
等
の
地
域
医
療
を

担
っ
て
い
く
上
で
、
現
機
能
を
維
持
さ
せ
て

い
く
必
要
か
ら
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保
対

策
を
進
め
な
が
ら
、
経
営
の
安
定
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

︵ 

社
会
基
盤
整
備
・
公
共
施
設
・
防
災
・

環
境
衛
生
等
︶

２　

 

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を

導
く
施
策

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
暮
ら
し
の

安
全
と
快
適
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
各
施
設

の
整
備
を
進
め
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
連

携
を
持
ち
な
が
ら
強
健
な
施
策
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
、
各
設
備
が
老

朽
化
し
て
お
り
、
将
来
的
に
災
害
時
の
適
切

な
情
報
の
伝
達
の
確
保
が
難
し
く
な
る
懸
念

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
年
度
か
ら
二
个

年
の
継
続
事
業
と
し
て
非
常
時
の
情
報
連
絡

体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
設
備
改
修
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
内
各
避
難
路
な
ど
へ
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
集
会
施
設
は
、
様
々
な
催

し
や
福
祉
・
文
化
活
動
等
の
拠
点
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
、
三
ツ
谷
地
区
の
集
会

施
設
は
、
老
朽
化
等
に
伴
い
、
今
年
度
、
施

設
の
新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
高
齢
者
に
対
し
て
の
公
共
施
設
の

　平成２９年度より新規農作物へ
の取組が進められ、現在３００本
の梅が試験栽培されています。
　今後の生育状況等を注視しつ
つ、将来的に事業の拡大等が期待
されています。

新規作物の推進

　漁業者が自ら採苗から稚苗の放
流まで行っているナマコの増養殖
を始め、サケやニシンの種苗放流
など、育てる漁業を推進し、漁業
経営の安定化を目指します。

育てる漁業の推進

　保健師が各地域に出向き行う健
康相談や各種検診など、心と体の
健康増進を図り、町民一人一人が
安心して生活できるように努めて
まいります。

健康づくりの推進
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利
便
性
の
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
姫
川
富
岡

線
改
良
事
業
、元
和
一
号
線
災
害
防
除
事
業
、

富
岡
五
号
線
改
良
事
業
な
ど
、
今
後
と
も
道

路
網
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
や
災
害
防
止
の
た
め
、
河
川
、

海
岸
、
山
地
な
ど
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
規
に
大
岩
地
区
の
小
規
模

治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
及
び
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

等
に
つ
い
て
も
、
生
活
環
境
の
改
善
や
環
境

保
全
の
見
地
か
ら
、
計
画
的
に
事
業
の
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
処
理
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
に
つ
い
て
も
、
各
団
体
等
と
の
連
携
と
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
産
業
振
興
等
︶

３　

 

暮
ら
し
に
活
力
を
生
み
出

す
施
策

•

�　

農
業
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
重
要
施

策
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
農
業
再
生
プ

ラ
ン
を
引
き
続
き
推
進
し
、
経
営
の
安
定

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�　

特
に
、
高
設
イ
チ
ゴ
、
立
茎
ア
ス
パ
ラ

に
続
く
付
加
価
値
の
高
い
新
規
作
物
の
導

入
に
つ
い
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

昨
年
、町
内
に
新
規
法
人
が
設
立
さ
れ
、

新
た
に
梅
等
の
栽
培
の
取
り
組
み
を
始
め

て
お
り
、
生
育
状
況
に
注
視
し
適
切
な
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
今
後
と
も
農
業
基
盤
整
備
を
始

め
生
産
者
団
体
と
連
携
し
、
区
画
拡
大
、

暗
渠
排
水
な
ど
の
整
備
を
促
進
し
、
農
作

業
効
率
を
高
め
る
と
共
に
、
収
益
性
の
高

い
作
物
や
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

を
進
め
る
な
ど
、
後
継
者
・
担
い
手
の
育

成
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

�　

更
に
、
多
面
的
機
能
支
払
事
業
や
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
等
の
支

援
を
行
い
、
地
域
資
源
の
資
質
向
上
等
、

新
た
な
農
業
経
営
形
態
の
定
着
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

•

�　

林
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
の
向
上
や

森
林
の
多
面
的
な
利
用
を
促
す
た
め
、
汐

見
栄
豊
線
な
ど
林
道
網
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　

�　

ま
た
、
森
林
環
境
保
全
事
業
等
に
よ
り

人
工
造
林
や
保
育
事
業
な
ど
森
林
資
源
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
森
林
組
合
等
関
係

団
体
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
経

営
安
定
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

•

�　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
ひ
や
ま
漁
業
協
同

組
合
や
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
漁
業
振
興
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

�　

特
に
、
育
て
る
漁
業
の
推
進
と
し
て
、

サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ナ
マ
コ
等
の
種
苗
放
流

事
業
や
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
等
の
増
養
殖
事
業

を
推
進
し
漁
家
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
漁
船
の
安
全
操
業
と
有
効
活
用

の
た
め
、漁
港
の
維
持
管
理
、整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

•

�　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
振

興
を
図
る
た
め
、
商
工
会
や
関
係
団
体
と

の
連
携
を
密
に
し
、
商
工
業
者
の
経
営
安

定
と
改
善
の
た
め
、
商
工
会
の
運
営
に
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
地
域
内
消
費
の
拡
大
を
目
的
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
及
び
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

�　

特
に
、
農
水
産
物
の
２
次
加
工
の
範
囲

を
更
に
広
げ
新
規
起
業
を
促
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

•

�　

観
光
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
当
町
発
展

の
た
め
に
も
大
き
な
要
因
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
資
源
の
再
確
認
と
整
備
を
進

め
る
と
共
に
、
観
光
情
報
の
発
信
形
態
を

精
査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
等
）

　

�　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
事
業

等
に
つ
い
て
は
、
温
泉
を
利
用
し
た
宿
泊

施
設
と
の
連
携
、
更
に
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
等
イ
ベ
ン
ト
を
関
係
団
体
と
の
協
働
で

実
施
し
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
各
種
産

業
団
体
の
交
流
・
連
携
等
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

今
年
度
は
、
当
町
の
観
光
施
設
の
拠
点

で
も
あ
り
ま
す
元
和
台
海
浜
公
園
に
お
い

て
、
海
の
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
以
外
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
野
外
緑
地
広
場
に
遊
具

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵ 

移
住
定
住
促
進
・
雇
用
促
進
・
人
材
育

成
等
︶

４　

 

未
来
に
臨
む
た
め
の
施
策

•

�　

移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

館
浦
地
区
に
二
棟
二
戸
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

移
住
体
験
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
大
変
好
評

を
得
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、
更
に
、
都

市
部
へ
の
効
果
的
な
情
報
発
信
・
移
住
促

進
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
、
乙
部
町

の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

•

�　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
事
業
の
拡
大

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。（
返
礼
品
開
発
）

　

�　

ふ
る
さ
と
会
に
つ
い
て
も
、
更
に
連
携

を
深
め
、
情
報
交
換
や
人
材
交
流
等
に
努
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め
て
ま
い
り
ま
す
。

•

�　

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
、

新
た
な
企
業
誘
致
が
実
現
さ
れ
る
な
ど
多

く
の
就
業
の
場
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

�　

今
後
も
、
各
種
産
業
と
連
携
し
た
企
業

誘
致
を
図
り
、
特
に
若
者
の
雇
用
を
生
み

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
各
産
業
そ
れ
ぞ
れ
の
後
継
者
や

担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
支
援
し
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
の
創
出
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

•

�　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
郷
土
乙
部
町

の
今
後
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

人
材
育
成
は
急
務
で
あ
り
、
奨
学
資
金
貸

付
制
度
の
拡
充
や
、
償
還
期
限
等
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
︶

５　

 

豊
か
な
心
と
体
を
育
む

　
　

施
策

•

�　

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
に
つ
い

て
は
、
教
育
長
の
執
行
方
針
で
述
べ
て
お

り
ま
す
の
で
、
教
育
施
設
の
整
備
等
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

次
世
代
を
託
す
子
供
た
ち
へ
の
確
固
た

る
教
育
条
件
の
整
備
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
安
全
面
や
環
境
面
を
考
慮
し
な

が
ら
、
計
画
的
に
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

�　

今
年
度
は
、
乙
部
小
学
校
屋
内
運
動
場

大
規
模
改
修
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ　

行
財
政
運
営

　

当
町
の
行
財
政
運
営
は
、
町
税
等
の
自
主

財
源
が
乏
し
く
国
や
道
へ
の
依
存
度
が
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
町
長
が
常
に
健
全
財

政
を
重
点
に
運
営
さ
れ
、
国
、
道
の
補
助
金

や
交
付
金
制
度
の
積
極
的
な
活
用
は
も
と
よ

り
、
歳
出
に
お
い
て
も
諸
経
費
の
抑
制
を
図

り
、
長
期
に
亘
り
財
政
健
全
化
に
努
め
、
当

町
と
し
て
今
日
ま
で
自
立
を
目
指
し
て
こ
ら

れ
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
町
政
に
携
わ
る
自
分
に
と
っ
て
は
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、

町
税
等
の
収
納
率
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
補

助
・
交
付
金
制
度
並
び
に
良
質
起
債
の
活
用

等
に
努
め
、
将
来
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る

健
全
な
財
政
運
営
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、事
務
・
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ

て
、
合
理
的
な
業
務
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

各
般
に
わ
た
る
施
策
の
効
果
的
執
行
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

以
上
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て

の
考
え
方
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
、
高
齢
社
会
な
ど
極
め
て
厳

し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
の
町
政
運
営
で

あ
り
ま
す
が
、
現
状
課
題
を
整
理
し
、
正
確

か
つ
迅
速
な
意
志
決
定
を
行
い
、
解
決
策
を

既
存
の
方
策
か
ら
す
る
の
で
は
な
く
、
創
意

工
夫
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
職
員
と
心
一
つ

に
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
と
町
政
発
展
に

誠
心
誠
意
努
力
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、町
議
会
議
員
の
皆
様
に
は
、

何
卒
一
層
の
御
指
導
、
御
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
私
の
所
信
表
明
と
致
し

ま
す
。

　行政の連絡や災害時の情報伝達
に使われる防災行政無線につい
て、個別受信機の更新など、設備
のデジタル化改修工事を行い、機
能強化や適切な情報伝達の確保に
努めます。

防災行政無線の設備改修

　移住・定住しても安心して暮ら
せる魅力などの積極的なPR活動
として、都市部で行われる移住
フェアへの参加など、効果的な情
報発信に努め、移住・定住者の促
進を図ります。

移住・定住の促進

　平成２１年度より施工されてい
る姫川富岡線改良事業が完成を目
前としており、今年度には三ツ谷
の集会施設の老朽化に伴う新築事
業等も計画し、町民が快適に生活
できる町づくりに努めます。

公共施設の整備
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

令
和
元
年
乙
部
町
議
会
第
二
回
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る

行
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化

の
進
展
や
人
工
知
能
の
普
及
な
ど
、
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
町
民
一
人
一

人
が
主
体
的
に
社
会
に
関
わ
り
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
誇

り
に
思
い
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
当
町
の

将
来
を
築
き
上
げ
て
い
く
主
体
的
・
創
造
的

な
人
材
の
育
成
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
教

育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
急
速
に
進

展
・
変
化
す
る
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、

乙
部
町
教
育
大
綱
に
示
さ
れ
た
二
つ
の
基
本

指
針
で
あ
る
「
学
校
教
育
の
充
実
」「
社
会

教
育
の
充
実
」
に
向
け
、
具
体
的
な
取
組
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ　

 

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
が
連
携
し
、

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
下
、「
確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
み
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
夢

や
希
望
を
実
現
す
る
学
校
づ
く
り
を
基
本
方

針
と
し
て
、
次
の
八
つ
の
重
点
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

︵
１
︶
確
か
な
学
力
の
育
成

　
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
は
、
学
習
意

欲
を
基
盤
と
し
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
と
そ
の
活
用
を
通
じ
て
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒

の
学
力
や
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
授

業
改
善
の
確
立
を
図
り
「
確
か
な
学
力
」
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
授
業
改
善
と
個
別
指
導
の
充
実

　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内
容
が
、
子

供
一
人
一
人
が
主
体
的
な
学
び
を
通
し
て

「
わ
か
る
」「
で
き
る
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
、
各
学
校
に
お
い
て
組
織
的
な
授
業
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
各
教
科
の
指
導
に

あ
た
っ
て
は
、
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
や
複

数
の
教
員
が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
授
業
を

行
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、
個
に
応

じ
た
効
果
的
な
指
導
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
や
長
期
休
業
中
の
時
間
を

利
用
し
た
補
充
学
習
の
充
実
を
図
り
、
意
欲

※�この教育行政執行
方針は、令和元年
６月２７日開会の第
２回町議会定例会
で、冒頭に教育長
が述べたものです。

～
主
体
的
に
社
会
に
関
わ
り
、
夢
や
希
望

を
実
現
す
る
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
～

令和元年度

教育行政執行方針
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を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
、

さ
ら
に
、
各
種
学
力
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、

課
題
と
な
る
観
点
や
領
域
を
明
ら
か
に
し
、

授
業
改
善
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
通
し
て
、

基
礎
学
力
の
定
着
と
活
用
力
の
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

② 

新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措
置
に
係
る
施

行
及
び
管
理

　

平
成
二
十
九
年
三
月
に
公
示
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
に
お
い
て
令
和
二

年
度
、
中
学
校
に
お
い
て
は
令
和
三
年
度
か

ら
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。
現
行
指
導
要
領

か
ら
の
円
滑
な
移
行
を
目
的
に
、
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
基
に
、各
学
校
に
適
切
な
指
導
・

助
言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
外
国
語
教
育
の
充
実

　

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
令
和

二
年
度
か
ら
小
学
校
三
・
四
年
生
で
外
国
語

活
動
を
年
間
三
十
五
時
間
、
五
・
六
年
生
で

は
、
教
科
と
し
て
外
国
語
を
年
間
七
十
時
間

学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
と
も
に
、外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
の

育
成
が
更
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
内

の
教
員
に
対
し
外
国
語
教
育
研
修
会
へ
の
参

加
促
進
や
小
学
校
外
国
語
活
動
巡
回
指
導
教

員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
外
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

︵
２
︶
豊
か
な
心
の
育
成

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
や

公
徳
心
、
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な

心
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①
道
徳
教
育
の
充
実

　

道
徳
教
育
は
、
教
育
活
動
全
体
で
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
平

成
三
十
年
度
か
ら
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
に
お

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
各
学
校
の
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心

に
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と

態
度
を
育
て
る
教
育
課
程
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
道
徳
の
授
業
に
つ
い
て
一
層
の
充
実

に
努
め
、
保
護
者
や
地
域
に
学
習
の
様
子
や

学
校
の
取
組
を
積
極
的
に
公
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
生
徒

指
導
の
充
実

　

子
供
同
士
の
人
間
関
係
は
、
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、「
学

校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

を
徹
底
し
、
全
て
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
を
継
続
し
、
児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
教
員
へ
の
助
言
等
を
行
い
、
い

じ
め
不
登
校
等
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、早
期
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
・
施
設
を
生

か
し
た
教
育
の
推
進

　

乙
部
町
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
、
多
様
な

産
業
、
特
色
あ
る
教
育
・
文
化
施
設
を
積
極

的
に
活
用
し
、
地
域
の
教
育
力
を
最
大
限
に

生
か
し
た
教
育
活
動
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と

乙
部
を
大
切
に
思
う
心
を
育
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

︵
３
︶
健
康
な
体
の
育
成

①
体
力
向
上
の
推
進

　

当
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
に

つ
い
て
は
、
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
多
く
の

種
目
に
お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
各
校
の
「
体
力
向
上

計
画
」
に
基
づ
き
年
間
を
通
し
た
健
康
・
体

力
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
家

庭
と
連
携
を
図
り
、
日
常
生
活
の
中
で
体
力

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

② 

家
庭
と
連
携
し
た
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣

の
改
善

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」「
全
国
体

力
・
運
動
能
力
等
調
査
」
の
他
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
・
分
析
を
も
と
に
、
望

ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
、
積

極
的
に
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
端
末
機
器
の
使
い

方
・
与
え
方
」
に
つ
い
て
、
乙
部
町
学
習
生

活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
た
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
食
育
の
推
進

　

学
校
に
お
い
て
は
、
担
任
と
栄
養
教
諭
が

連
携
し
、
子
供
た
ち
に
食
事
の
重
要
性
と
楽

し
さ
、
心
身
の
成
長
や
健
康
の
保
持
増
進
の

上
で
望
ま
し
い
栄
養
や
食
事
の
と
り
方
、
食

物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
理
解
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
食
物
を
大
切
に
し
、
食
物

の
生
産
な
ど
に
関
わ
る
人
々
へ
の
感
謝
の
心

を
育
み
、
食
文
化
へ
の
学
び
に
向
け
た
食
育

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ALTによる授業を
引き続き行い、子ども
たちに異国文化に触れ
る機会を増やし、外国
語によるコミュニケー
ション能力の基礎向上
に取り組んでいきま
す。

外国語指導助手（ALT）による授業
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さ
ら
に
、
給
食
だ
よ
り
に
よ
る
継
続
的
な

情
報
発
信
や
、
保
護
者
に
対
し
て
、
食
の
大

切
さ
に
関
す
る
啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
４
︶
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

①
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

期
待
に
応
え
る
教
育
を
実
現
す
る
に
は
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
等
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
学
校
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
参
観
日
や
学
校
行
事
を
積
極

的
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
学
校
だ
よ
り
等

を
通
し
て
情
報
の
発
信
に
努
め
、「
外
か
ら

見
え
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

② 

教
職
員
の
資
質
及
び
専
門
職
と
し
て
の
意

識
の
向
上

　

学
習
指
導
に
関
す
る
研
修
や
生
徒
指
導
、

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
な
ど
、
学
校

が
実
施
す
る
様
々
な
研
修
の
機
会
に
、
各
学

校
の
実
態
や
課
題
に
応
じ
た
指
導
・
助
言
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
教
育
研
究
会
に
よ
る
研
究
活
動

や
小
中
交
流
会
を
実
施
し
、
教
育
の
動
向
や

教
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
実
践
交
流
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
道
へ
き
地
複
式
教
育
研
究
大

会
檜
山
プ
レ
大
会
が
栄
浜
小
学
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
少
人
数
指
導

の
よ
さ
を
生
か
し
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

︵
５
︶
安
全
教
育
の
推
進

① 

防
災
及
び
安
全
に
関
す
る
教
育
の
充
実

　

子
供
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
、

子
供
た
ち
に
「
生
き
ぬ
く
力
」
を
育
む
こ
と

は
学
校
教
育
に
お
け
る
最
大
の
責
務
で
あ
り

ま
す
。「
乙
部
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

活
用
し
た
小
中
九
年
間
の
防
災
教
育
を
通
し

て
、
状
況
に
応
じ
て
自
ら
判
断
し
行
動
す
る

危
機
回
避
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
高
い
防
災
意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　

学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、

自
転
車
乗
降
マ
ナ
ー
の
指
導
や
防
犯
訓
練
を

関
係
機
関
と
連
携
の
上
計
画
的
に
実
施
し
、

予
防
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
・

保
護
者
・
地
域
関
係
者
に
よ
る
街
頭
指
導
や

通
学
路
の
安
全
点
検
な
ど
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③ 

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
登
校
時

か
ら
下
校
時
ま
で
の
学
校
教
育
活
動
に
加
え

て
、
帰
宅
後
や
休
日
中
の
行
動
に
お
い
て
も

総
合
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
児

童
生
徒
に
対
し
ま
し
て
は
、
各
学
校
に
お
い

て
安
全
指
導
を
繰
り
返
し
行
い
、
警
察
・
消

防
な
ど
の
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
６
︶
特
別
支
援
教
育
の
充
実

① 

個
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
教
育
支
援
体
制

の
充
実

　

教
育
相
談
体
制
の
充
実
に
伴
い
、
各
学
校

に
お
け
る
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
児
童
生
徒

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
通
常
の
学

級
に
在
籍
す
る
個
別
の
支
援
を
要
す
る
児
童

生
徒
数
も
増
え
て
お
り
ま
す
。適
切
な
指
導
・

支
援
を
進
め
て
い
く
た
め
に
教
育
支
援
員
の

配
置
を
行
い
、
実
態
に
応
じ
た
教
育
支
援
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
活
用

　

教
育
委
員
会
、
学
校
並
び
に
関
係
機
関
が

一
丸
と
な
り
子
供
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
乙
部
町
教
育
支
援
委
員
会
の
機
能

を
生
か
し
、
就
学
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相

談
の
他
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
に
あ

た
っ
て
の
助
言
な
ど
、
就
学
後
も
一
貫
し
た

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

専
門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
共
通
理
解
を

進
め
る
研
修
の
充
実

　

校
内
全
て
の
教
員
が
情
報
を
共
有
し
、
共

通
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
校
内
支
援
体
制
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、
各
学
校
の
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
る
情
報
提
供
や
研
修
に
よ
り
教
員
の
専

門
性
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
７
︶ 

今
日
的
教
育
課
題
へ
の
対
応

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶
教
育
の
推
進

　

各
学
校
で
は
、
実
物
投
影
機
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的

な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
情
報
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
学
校
教
育
の
充
実
に
向

け
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
研
修
の
推
進

と
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

子
供
た
ち
が
将
来
自
立
し
た
社
会
人
と
な

る
た
め
に
は
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
て
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
地
域
の
人
材
や
町
内
企
業
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
小
学
校
に
お
い
て
は
従
来
の

施
設
や
職
場
見
学
、
中
学
校
に
お
い
て
は
企

業
訪
問
や
職
場
体
験
学
習
な
ど
を
継
続
し
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
充
実

　

読
書
活
動
は
、
言
語
能
力
を
養
い
、
想
像

力
を
高
め
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
重
要
な
教

育
活
動
で
す
。
子
供
た
ち
が
日
頃
か
ら
読
書

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
公
民
館
図
書

室
と
密
接
に
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
８
︶ 

教
育
環
境
の
充
実
及
び
支
援

① 

適
切
な
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
施

設
等
の
維
持
管
理
と
整
備

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
学
校
は
、
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
や
生
活
の
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
快
適
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
各
学
校
の
点
検
を
適
切
に
行
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い
良
好
な
施
設
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
度
は
、
乙
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
大

規
模
改
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
保
護
者
負
担
の
軽
減

　

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
年

度
に
お
い
て
も
、
学
校
給
食
費
助
成
金
に
よ

る
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ　

 

社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　

町
民
が
心
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的

に
学
び
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
が
必

要
で
す
。

　

社
会
教
育
は
、
人
々
が
暮
ら
し
の
中
で
学

習
活
動
等
を
通
じ
地
域
の
絆
を
強
め
、
活
力

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
社

会
的
・
地
域
的
課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
通

じ
、学
習
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、

乙
部
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
本
と
し
た
第

二
次
乙
部
町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
１
︶ 

家
庭
教
育
と
青
少
年
の
健
全
育
成

　

子
供
の
健
や
か
な
成
長
に
は
家
庭
の
教
育

力
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
深
刻
な
社
会
的
問

題
と
な
っ
て
い
る
情
報
端
末
機
器
に
対
す
る

接
し
方
や
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
親
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め
に
も
、
各
学

校
や
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ
り
、
情
報
交

流
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、

通
学
合
宿
事
業
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
継
続
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

︵
２
︶ 

多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
と
情

報
提
供

　

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る

現
在
、
生
涯
の
趣
味
や
学
習
方
法
も
多
様
に

な
り
、
数
多
く
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
よ
る

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
び
は
個
人

の
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

町
民
の
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
講

座
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
習
情
報
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
３
︶
芸
術
・
文
化
の
振
興

　

芸
術
・
文
化
は
人
々
の
創
造
性
を
広
げ
、

生
活
に
潤
い
を
与
え
る
と
と
も
に
心
に
豊
か

さ
を
育
み
ま
す
。
日
頃
か
ら
文
化
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
々
の
発
表
の
場
と
し
て
町
民
文

化
祭
を
乙
部
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
と
連

携
し
て
開
催
す
る
ほ
か
、
芸
術
文
化
関
係
団

体
な
ど
へ
の
活
動
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

︵
４
︶
文
化
財
の
保
護

　

町
内
に
多
数
存
在
す
る
貴
重
な
文
化
財
を

適
切
に
保
護
し
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
文

化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
文
化
財
の
維

持
管
理
や
新
た
な
情
報
収
集
と
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
寄
贈
さ
れ
た
郷
土
資
料
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
活
用
と
情
報
発
信
を
念
頭

に
お
き
、
整
理
・
保
管
・
展
示
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

︵
５
︶
公
民
館
の
事
業

　

子
供
の
読
書
活
動
の
更
な
る
推
進
の
た

め
、
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
学
校
と
の
連
携
・
協
力
を
取
り
な
が
ら
、

図
書
室
の
充
実
や
学
校
図
書
の
整
備
充
実
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
６
︶
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
精
神
的
な
充
足
感
や
楽
し

さ
、
喜
び
を
も
た
ら
し
、
心
身
の
健
全
な
発

達
を
促
す
ほ
か
人
、
情
報
、
地
域
交
流
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
体
力
向
上
、
ス

ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
、

心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
増
進
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
民
だ
れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、

目
的
に
応
じ
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ　

む
す
び
に

　

以
上
、
令
和
元
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

乙
部
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
地
域
全

体
で
育
む
学
校
教
育
の
充
実
と
、
町
民
一
人

一
人
が
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
総
合
教
育
会
議
等
で
町
長

と
相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
使
命
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
町
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ニシンの放流体験や
田植え体験など、乙部
町の豊かな自然を活か
した体験活動などを積
極的に行い、ふるさと
乙部を大切に思う心を
育んでいきます。

自然を活かした体験活動の推進
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乙
部
中
学
校
の
体
育
祭
が
五
月

二
十
五
日
、
明
和
小
学
校
が
六
月
一
日
、

栄
浜
と
乙
部
小
学
校
が
六
月
二
日
に

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て
走
っ
た
り
踊
っ

た
り
す
る
姿
に
家
族
や
地
域
の
方
々
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
は

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

皆
で
盛
り
上
げ
た

運
動
会
！

～
小
・
中
学
校
で
運
動
会
開
催
～

明小　明小ソーラン２０１９

乙小　がんばれ！ウルトラ４年生乙中　騎馬戦

乙小　紅白玉入れ

明小　スケソでGO!

乙小　今日の天気はなんだろな？

乙中　紅白対抗綱引き

栄小　棒やっとしないで 乙中　東海道五十三次！

栄小　I'm hungry!
～令和になったもの～

明小　ひっぱりタイヤ

栄小　八木節
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乙部小学校

乙部中学校

明和小学校

栄浜小学校

　

人
権
の
花
運
動
が
乙
部
中
学
校

で
は
五
月
二
十
一
日
、
乙
部
小
学

校
で
は
五
月
十
四
日
、
栄
浜
小
学

校
と
明
和
小
学
校
で
は
五
月
二
十

二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、
花
の
栽
培

を
通
し
て
生
命
の
尊
さ
を
実
感

し
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
と
の
願
い
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

各
学
校
で
贈
呈
式
を
行
っ
た
後
、

生
徒
が
花
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
に
植
え
替
え
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
菊
池
晃
人
権
擁

護
委
員
と
永
井
悟
人
権
擁
護
委
員

か
ら
花
の
苗
が
手
渡
さ
れ
、
人
権

擁
護
委
員
の
方
か
ら
「
花
を
大
切

に
育
て
、
友
達
な
ど
に
や
さ
し
く

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
」
と
の
言
葉
が
子
ど
も
達
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
「
色
と
り
ど
り
の

花
を
皆
で
大
切
に
育
て
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、
花
の
種
類

や
色
か
ら
配
置
な
ど
を
決
め
て
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
花
を
植
え
て
い

ま
し
た
。

人
に
や
さ
し
く
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
大
切
に
育
て
よ
う
！

～
人
権
の
花
運
動
～

　

六
月
十
一
日
、
道
南
う
み
街
信

用
金
庫
か
ら
道
南
ス
ギ
を
使
っ
た

ベ
ン
チ
が
乙
部
町
役
場
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

道
南
う
み
街
信
金
で
は
、
毎
年

地
域
へ
の
貢
献
の
た
め
に
道
南
ス

ギ
を
利
用
し
た
ベ
ン
チ
の
寄
贈
を

各
町
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
道
南
う
み
街
信
金
乙

部
支
店
の
鈴
木
智
之
支
店
長
か
ら

町
長
へ
目
録
と
合
わ
せ
て
ベ
ン
チ

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
二
日
、
豊
浜
地
区
の
消

防
格
納
庫
内
で
、
令
和
元
年
度
豊

浜
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
浜
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
豊

浜
・
花
磯
地
区
に
住
む
女
性
会
員

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
火
災
予
防

思
想
の
普
及
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
の

事
業
報
告
や
決
算
報
告
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
、
新
谷

祐
子
会
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
火
災
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
ぬ
く
も
り
あ
る
贈
り
物

地
域
で
団
結
し
て
「
火
の
用
心
」

道
南
う
み
街
信
用
金
庫
ベ
ン
チ
寄
贈
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六
月
八
日
に
プ
ラ
ザ
お
と
べ
で

蜂
蜜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
商
工
業
に

関
わ
る
方
を
中
心
に
約
二
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
考
え
方
に
基
づ
く
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
の
基
本
」
を

テ
ー
マ
に
、
株
式
会
社
北
海
道
二

十
一
世
紀
総
合
研
究
所
の
佐
藤
公

一
主
任
研
究
員
と
小
樽
商
科
大
学

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
の
内
田

純
一
教
授
に
よ
る
講
演
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
主
任
研
究
員
か
ら
は
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
、
顧
客
に
届
く
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
顧
客
の
価
値
観
や
使
い

方
を
具
体
的
に
考
え
、
他
社
に
マ

ネ
さ
れ
な
い
強
み
な
ど
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
売

れ
て
い
る
商
品
の
事
例
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
教
授
か
ら
は
「
す
べ
て
が

Ｓ
に
な
る
」
と
し
て
、
経
済
の
発

展
に
伴
い
、す
べ
て
の
産
業
が
サ
ー

ビ
ス
で
稼
ぐ
時
代
と
な
っ
て
い
く

と
さ
れ
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
転

換
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
独
自
の
ポ
ジ

蜂
蜜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

顧
客
に
届
く
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
！

シ
ョ
ン
を
見
極
め
る
な
ど
、
特
定

の
切
り
口
で
分
け
る
こ
と
が
大
切

と
具
体
的
な
企
業
の
事
例
を
も
と

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
既
存

の
商
品
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
顧

客
や
市
場
、
競
合
相
手
な
ど
を
考

え
、
他
社
に
負
け
な
い
強
み
や
工

夫
な
ど
を
検
討
し
て
報
告
し
合
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
商
品
開
発
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
基
礎
的
な
考
え
方
を

学
び
、
自
社
商
品
に
関
し
て
の
意

見
等
を
講
師
の
方
々
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

国
の
「
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
定
さ
れ
、
水
害
・

土
砂
災
害
に
係
る
避
難
情
報
及
び
防
災
気
象
情
報
が
５
段
階
に
整
理
さ
れ

ま
し
た
。
役
場
か
ら
発
令
さ
れ
る
「
避
難
勧
告
な
ど
」
や
、
テ
レ
ビ
報
道

等
の
気
象
情
報
に
つ
い
て
、「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
た
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

※�

各
種
の
情
報
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
１
～
５
の
順
番
で
発
表
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

佐藤公一主任研究員による商品・サービス開発のポイント

各グループによる検討内容の発表 内田純一教授によるサービスに関する講演

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の

伝
え
方
が
変
わ
り
ま
す

〔市町村が発令〕
災害発生情報

〔市町村が発令〕

避難勧告
避難指示（緊急）

〔市町村が発令〕

避難準備・
高齢者等避難開始

洪水注意報
大雨注意報等
〔気象庁が発表〕

早期注意情報
〔気象庁が発表〕
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
粕
谷
翔
馬
で
す
。
乙

部
町
の
日
照
時
間
は
つ
い
先
日
ま

で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
非
常

に
長
く
な
り
、
天
候
の
良
い
日
で

は
十
九
時
頃
ま
で
明
る
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

夏
至
は
六
月
二
十
一
日
で
一
日

の
日
照
時
間
で
一
番
長
い
日
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
乙
部
町
は
日

本
海
沿
い
で
あ
り
、
日
の
入
り
は

太
陽
が
海
に
沈
み
き
る
ま
で
光
が

届
い
て
い
る
の
で
、
夏
至
の
ず
い

ぶ
ん
前
か
ら
日
照
時
間
の
長
い
贅

沢
な
時
間
を
堪
能
で
き
て
お
り
ま

す
。

　

今
ま
で
私
は
都
市
部
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
で
、
太
陽
は
建
物
か
ら

出
て
、
建
物
に
沈
ん
で
い
く
光
景

し
か
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
な

ん
ら
感
動
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
乙
部

に
来
て
太
陽
が
そ
の
日
の
天
候
や

季
節
に
よ
っ
て
姿
形
を
変
え
て
水

平
線
に
消
え
て
ゆ
く
様
子
に
心
を

奪
わ
れ
、
す
っ
か
り
日
本
海
沿
い

の
虜
に
な
り
ま
し
た
。

　

景
色
以
外
に
も
美
味
し
い
農
産

物
や
海
産
物
の
旬
な
時
期
も
や
っ

て
き
ま
す
。
以
前
住
ん
で
い
た
札

幌
で
は
ス
ー
パ
ー
で
し
か
買
い
物

を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の

で
、
最
初
に
こ
ち
ら
へ
引
っ
越
し

仕
立
て
の
頃
は
食
料
品
を
ス
ー

パ
ー
で
買
い
揃
え
る
の
が
一
般
的

だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

直
売
所
で
生
産
者
か
ら
直
接
買
え

る
事
を
乙
部
町
に
来
て
知
り
ま
し

た
。
直
売
所
で
は
た
だ
買
う
だ
け

で
は
な
く
、
生
産
者
と
の
会
話
を

楽
し
み
、
現
地
で
の
買
い
物
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
商
品
へ

の
興
味
を
深
め
、
あ
り
が
た
み
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に

新
鮮
な
も
の
な
の
で
、
ど
れ
も
美

味
し
い
で
す
。
こ
れ
も
乙
部
町
に

来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
一
つ
で

す
。

　

し
か
し
、
良
い
事
ば
か
り
で
は

な
い
の
が
こ
の
季
節
。
ア
ブ
や
蚊

が
増
え
て
き
ま
す
よ
ね
。
ア
ブ
は

水
辺
が
綺
麗
な
と
こ
ろ
に
生
息
す

る
こ
と
か
ら
乙
部
町
で
は
比
較
的

多
く
見
受
け
ら
れ
、
ハ
エ
叩
き
を

振
り
回
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
蚊
は
対
処
方
法
と
し
て
足
を

キ
レ
イ
に
石
鹸
で
洗
う
と
寄
っ
て

こ
な
い
み
た
い
で
す
。
実
験
結
果

が
出
て
い
る
の
で
お
試
し
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
は
マ
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
産
業
ま
つ
り
、
縁
桂

森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
観
光
協

会
で
は
七
月
い
っ
ぱ
い
に
二
つ
の

体
験
型
観
光
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
一
つ
は
「
ホ
タ
テ
磨

き
体
験
」、も
う
一
つ
は「
ハ
ス
カ
ッ

プ
狩
り
体
験
」
で
ど
ち
ら
も
地
域

性
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
「
乙
部
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
で
掲
載
告
知
の
他
「
ア
ソ

ビ
ュ
ー
」
と
い
う
サ
イ
ト
に
て
掲

載
告
知
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
使
い

慣
れ
て
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
乙
部
町
商
工
会
内
観

光
協
会
粕
谷
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
部
町
観
光
協
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

粕
谷
翔
馬

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.59

お父さん＝

　　　西田　幸司さん
お母さん＝

麻里奈さん
ぼくは

　１歳５ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　お父さんとお兄ちゃんと同
じ字画数になるように、お祖
父ちゃんから１文字もらって
名付けました。

両親の願い＝

　とにかく健康で明るく元気
な子に育ってほしいです。

お父さん＝

　　　　新谷　滉一さん
お母さん＝　　　

麻美さん
わたしは

　１歳５ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　文字の音の響きがいいなぁ
～と思って名付けました。

両親の願い＝

　大きな病気もなく、健康に
育ってほしいです。

西田　有
ゆう

志
し

くん

（緑　町）

新谷　　澪
みお

ちゃん

（元　町）
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成 31 年度（2019 年度）の保険料のお支払いと保険証（被保険者証）の一斉更新について～

■ ７月に保険料額をお知らせします ■

◆ 保険料の軽減

◆ 保険料のお支払い方法

　平成31年度（2019年度）の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。
≪保険料の計算方法≫

　○　１年間の保険料の上限額は、平成31年度（2019年度）は６２万円になります。
　○　年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
　※　「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

　①　均等割の軽減（年額）

　②　被用者保険の被扶養者だった方の軽減

　　●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　　●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
　　●�昭和２９年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた額

で判定します。

保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

　　●�この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置として、所得
割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減となります。

　　　（５０，２０５円→２５，１０２円）

　　●「年金からのお支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、お申し出の時期により異なります。
　　●税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。
　　　（年金からのお支払いの場合、お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になります）

※平成３１年度（２０１９年度）から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。
　平成３１年度（２０１９年度）から、軽減特例の見直しにより９割軽減から８割軽減に変更になりました。
　８．５割軽減に該当する方の軽減特例の見直しは令和２年度（２０２０年度）に実施予定です。

※�被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国
民健康保険等は含まれません。

均　等　割
【１人当たりの額】

50,205 円

１年間の保険料
【限度額 62 万円】

（１００円未満切り捨て）

所  得  割
【本人の所得に応じた額】

（平成３０年（２０１８年）中の所得－３３万円）×

10.59％
＋ ＝

「口座振替」を希望される方は、役場町民課国保係へお申し出ください。
（お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・お支払いする口座の預金通帳とお届け印）

対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員
の軽減判定所得の合計額）

均等割の軽減割合

本則 平成31年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

【平成30年度（2018年度）における8.5割軽減の区分】
33万円以下

7割
8.5割 7.75割 7割

【平成30年度（2018年度）における9割軽減の区分】
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし 8割 7割

33万円+28万円×（被保険者数）以下 5割 5割

33万円+51万円×（被保険者数）以下 2割 2割
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■ 保険証が新しくなります （桃色→橙色）

■ 減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります （水色→黄緑色）

■ 限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）

　現在ご使用の桃色の保険証の有効期限が2019年７月３１日をもって満了
となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、橙色の保
険証をご使用ください。

　現在ご使用の水色の減額認定証の有効期限が2019年７月３１日をもって満了となるため、８月以降は使
用できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは黄緑色の減額認
定証をご使用ください。

　現在ご使用の水色の限度証の有効期限が2019年７月３１日をもって満了となるため、８月以降は使用で
きなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に限度証を交付しますので、８月１日からは黄緑色の限度証をご
使用ください。

　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、役場町
民課国保係へ申請してください。

　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、役場町
民課国保係へ申請してください。

○新しい保険証の有効期限は、2020年７月３１日です。��
○�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、役場町民課国保係までお
申し出ください。

新しい保険証は橙色です

新しい減額認定証は黄緑色です

新しい限度証は黄緑色です

区　分　Ⅱ ○�世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区　分　Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方
・�世帯全員の所得が０円の方
��（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
・�老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

　限度証の交付対象…�次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並みⅡに
該当する方

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

乙�部�町�役�場　
町�民�課�国�保�係

電話　６２－２８５５

現役並みⅢ 住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世
帯にいる被保険者の方

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被保
険者と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世帯
にいる被保険者の方
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健康データでみる！～乙部町民の健康～

①入院の割合が高く入院外（外来）が少ない

②同規模の自治体と医療費を比較した結果・・・

③若い世代からの発症も気になる！
　40歳代で治療中断も？！

　全道・全国と比較し、症状が重くなってから（重
症化）入院する人が多いことが予想されます。
　健診を利用したり、初期のうちに外来受診をしな
がら生活を見直すことで、重症になるのを防ぐこと
が必要です。

　入院外来での受診者が多い糖尿病や高
血圧をみると、３0歳代から生活習慣病
の治療者がみられます。
　また、糖尿病では、40～50歳代に一度
医療費が減少しており、治療中断してい
る可能性も考えられました。
　幼少期から食事や生活リズムなどの良
い生活習慣や、若いうちから健診を利用
し健康に関心を持つなど、病気を発症さ
せない、改善していく取り組みが大切で
す。また、発症した病気を継続して治療
し、悪化させないことも大切です。

入院：がん、心疾患、高血圧　が高い
外来：糖尿病、高血圧、動脈硬化症　が高い

○医療費の内訳（Ｈ２８年度）

41.2 1.927.724.0 5.2

40.8 3.119.231.0 6.7

35.5 3.619.034.9 7.0

特定健診・各種検査のお知らせ
　生活習慣病の発症・重症化予防にご活用ください！

※選択して受診できます。

お申込みは、7月26日までに　町民課保健衛生係（電話62-2858）へお願いします。
●乙部町国保病院においても、火～木曜日に上記健診（胃がんを除く）を受診できます。
　希望の２週間前までに町民課保健衛生係へ。

9月8日（日） 町民会館 受付時間 午前6時～9時30分
9月9日（月） 栄浜ふれあいセンター 受付時間 午前6時～7時
 元和交遊館 受付時間 午前8時～9時

■健診内容・料金■
特定健診 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 前立腺がん

検診
胃がんリスク検診
（ABC 検診）

エキノコック
ス症検査

肝炎ウイルス
検査

骨粗しょう症
検査

64歳以下 800 円 1200 円 400 円 400 円
1450 円

（50歳以上対象） 1500 円 300 円 300 円

他の検診と合わせた場合：

800 円

65 歳以上 400 円 600 円 300 円 300 円
骨粗しょう症のみの場合：

2100 円
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7 月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 6　� 30 1 可燃ごみ
②地区 2 可燃ごみ

①地区 3 不燃ごみ
①地区 4 可燃ごみ

②地区 5 可燃ごみ
①地区 6

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三研 午前9時40分～）

赤ちゃん健診・相談
（ケア 午後1時20分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン

（国保 午後1時～）
小児肺炎球菌ワクチン

（国保 午後1時～）
麻しん風しん混合ワクチン

（国保 午後1時～）
水痘ワクチン

（国保 午後1時～）

こども料理教室
（町館 午前10時～）

7 8 可燃ごみ
②地区 9 可燃ごみ

①地区 10 不燃ごみ
②地区 11 可燃ごみ

②地区 12 可燃ごみ
①地区 13

休月当番医
佐々木病院

檜山女性研修会
（町館 午前10時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

健康相談
（潮希 午後1時30分～）

たんぽぽクラブ（離乳食教室）
（栄ふ 午前10時～）
ウォーキング講座

（豊セ 午後6時～）

14 15 16 可燃ごみ
①地区 17 不燃ごみ

①地区 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20
休日当番医
道立江差病院

休日当番医
勤医協

こころの健康相談
（江保 午後2時～）

男のお達者教室
（ケア 午後1時30分～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

21 22 可燃ごみ
②地区 23 可燃ごみ

①地区 24 不燃ごみ
②地区 25 可燃ごみ

②地区 26 可燃ごみ
①地区 27

休日当番医
乙部町国保病院

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
各小中学校終業式

５歳児健診
（交流 午後1時15分～）

町内小中学生水泳競技大会
（町プ 午前9時～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のた
め休業となります

みたい・よみたい
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

28 29 可燃ごみ
②地区 30 可燃ごみ

①地区 31 不燃ごみ
①地区

 8
　�1 

 8
　�2 

 8
　�3 

休日当番医
厚沢部町国保病院

姫川おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）

B型肝炎ワクチン
（ケア 午後1時～）
四種混合ワクチン

（ケア 午後1時～）
日本脳炎ワクチン

（ケア 午後1時～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

会
場
・
場
所
省
略

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前 9 時～午後 5 時においては、上記休日当番医を受診してください。

（つ保）つくし保育園

（国保）国保病院

（ケア）ケアセンターおとべ

（町館）町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所

（三愛）三ツ谷愛郷会館

（三研）三ツ谷研修会館

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（潮希）潮見希望館

（町プ）町民プール

（公民）公民館

小中学校夏休み

小中学校夏休み　～ 8月18日（日）まで
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第352号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

六
月
九
日
（
日
）
～
十
一
日
（
火
）
の
三
日
間
、
町
民
会

館
に
お
い
て
、
お
と
べ
塾
☆
通
学
合
宿
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
学
校
四
～
六
年
生
の
児
童
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

通
学
合
宿
は
、
普
段
ど
お
り
学

校
に
通
い
な
が
ら
、
二
泊
三
日
の

集
団
生
活
を
送
り
、
規
則
正
し
い

生
活
・
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
ま
ず
町
内
の
石
碑
巡

り
を
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

初
め
て
見
た
石
碑
が
多
く
、
学
芸

員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
江
差
海
上
保
安
署
の

講
座
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で
の
海

浜
事
故
の
予
防
や
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
制
服
な
ど
の
着
用
体
験

を
は
じ
め
、
様
々
な
ロ
ー
プ
の
結

び
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

夕
食
の
調
理
実
習
で
は
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

　

食
材
は
自
分
た
ち
で
考
え
て

ス
ー
パ
ー
で
選
び
、
カ
ボ
チ
ャ
や

チ
ー
ズ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
入
れ

る
な
ど
、
班
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　

下
ご
し
ら
え
の
玉
ね
ぎ
の
カ
ッ

ト
に
悪
戦
苦
闘
し
た
り
、
丁
寧
に

鍋
か
ら
ア
ク
を
取
っ
た
り
と
、
参

加
し
た
児
童
た
ち
は
熱
心
に
調
理

を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
や
っ
ぱ
り
自
分
た
ち

の
班
の
カ
レ
ー
が
一
番
美
味
し

い
！
」
な
ど
と
話
し
、
各
班
の
試

食
を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
夕

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
夜
は
、
星
空
観
察
・

星
座
工
作
会
を
行
い
、
用
意
し
た

望
遠
鏡
で
星
空
を
観
察
し
、
晴
天

に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
月
の

ク
レ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
宍
戸
指

導
主
事
の
指
導
に
よ
る
工
作
会
で

は
、
懐
中
電
灯
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
容
器
を
使
い
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
部
屋
を
暗

く
し
、
ス
イ
ッ
チ
を
つ
け
、
無
数

の
光
が
壁
に
投
影
さ
れ
る
と
、
参

加
し
た
児
童
か
ら
は
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
男
女
と
も
一
位
の
み
記
載
）

【
男
子
の
部
】

・
一
年�

60
ｍ�

扇
谷�

梨
生�

13
秒
0

・
二
年�

80
ｍ�

菊
池�

優
希�

15
秒
6

・
三
年�

100
ｍ�

松
原�

奏
斗�

18
秒
0

・
四
年�

100
ｍ�

由
利�

統
真�

18
秒
0

・
五
年�

100
ｍ�

水
上�

桜
佑�

16
秒
8

・
六
年�

100
ｍ�

館
山�

聖
颯�

15
秒
7

・
五
・
六
年�

1500
ｍ

　
　
　
　
　

�

由
利�

蓮
音�

5
分
49
秒
6

・
全
走
幅
跳�

館
山�

聖
颯�

3
ｍ
65
㎝

・
全
走
高
跳�

能
代　

�

平�

1
ｍ
19
㎝

・
全
ボ
ー
ル
投
げ

　
　
　
　
　

�

由
利�

統
真�

43
ｍ
75
㎝

・
低
学
年�

400
ｍ
Ｒ��

乙�

部�

Ａ�

1
分
16
秒
6

　
　
　

扇
谷
梨
生
・
佐
々
木
唯
斗

　
　
　

松
原
奏
斗
・
扇
谷
風
汰

・
全
学
年�

400
ｍ
Ｒ��

乙�

部�

Ａ�

1
分
03
秒
9

　
　
　

館
山
聖
颯
・
能
代　

平

　
　
　

早
川
朋
希
・
松
原
唯
斗

【
女
子
の
部
】

・
一
年�

60
ｍ�

長
谷
川
結
音�

14
秒
1

・
二
年�

80
ｍ�

武
藤�

妃
彩�

16
秒
0

・
三
年�

100
ｍ�

水
上�

明
咲�

18
秒
8

・
四
年�

100
ｍ�

倉
持�

璃
良�

16
秒
0
（
大
会
新
）

・
五
年�

100
ｍ�

都
筑�

万
彩�

17
秒
6

・
六
年�

100
ｍ�

工
藤�

紗
弥�

17
秒
7

・
五
・
六
年
800
ｍ

　
　
　
　
　

�

都
筑�

万
彩�

3
分
09
秒
4

・
全
走
幅
跳�

敦
賀�

梨
紗�

3
ｍ
03
㎝

・
全
走
高
跳�

工
藤�

紗
弥�

1
ｍ
06
㎝

・
全
ボ
ー
ル
投
げ

　
　
　
　
　

�

石
川�

綾
菜�

43
ｍ
17
㎝
（
大
会
新
）

・
低
学
年�

400
ｍ
Ｒ��

乙�

部�

Ａ�

1
分
15
秒
7

　
　
　

長
谷
川
結
音
・
武
藤
妃
彩

　
　
　

水
上
明
咲
・
倉
持
璃
良

・
全
学
年�

400
ｍ
Ｒ��

乙�

部�

Ａ�

1
分
08
秒
6

　
　
　

岸
田
紫
音
・
工
藤
紗
弥

　
　
　

町
中
こ
の
み
・
山
本
夢
彩

　

最
後
に
、
海
上
保
安
庁
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
み
ま

る
」
が
登
場
し
、
参
加
児
童
が
一

緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

集
団
生
活
で 

学
習
・
生
活
習
慣
を

お
と
べ
塾
☆
通
学
合
宿

小
学
校
陸
上
競
技
大
会

▲上手にロープを結べたよ！

▲「うみまる」くんと記念撮影

▲きれいに星座が映るかな？

６
月
13
日(

木)

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
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【一 般 向 け】
●　獏の耳たぶ� （芦沢　　央）
●　動乱の刑事� （堂場　瞬一）
●　マチのお気楽料理教室� （秋川　滝美）
●　心音� （乾　　ルカ）
●　長いお別れ� （中島　京子）
●　サバティカル� （中村　　航）
●　はじめて育てる寄せ植え� （ブティック社）
●　キレイが続く片付け� （おさよさん）
●　全国御朱印大事典� （宝　島　社）

【幼児・児童向け】
●　大化の改新から令和まで日本の元号大辞典（汐　文　社）
●　算数親分捕物帳� （瀧ケ平悠史）
●　ちゃのまのおざぶとん� （かねこまき）
●　まめしば� （新井　良二）
●　おおかみさんいまなんじ？� （中川ひろたか）
●　ころべばいいのに� （ヨシタケシンスケ）

図書室の新刊おすすめ紹介

　

五
月
二
十
六
日
（
日
）
春
の
散

策
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
二
十
三

人
は
、
新
緑
の
中
、
縁
桂
ま
で
の

往
復
約
二
キ
ロ
の
遊
歩
道
を
散
策

し
ま
し
た
。

　

道
中
、
遊
歩
道
沿
い
に
咲
い
た

草
花
や
樹
木
を
観
察
し
た
り
、
カ

メ
ラ
に
収
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

散
策
終
了
後
、
青
空
の
下
、
た

ら
の
芽
や
ウ
ド
な
ど
の
山
菜
を
天

ぷ
ら
に
し
、
春
の
味
覚
を
参
加
者

全
員
で
楽
し
み
ま
し
た
。

春
の
散
策
会
開
催

新
緑
の
縁
桂
へ

成人のつどいを挙行します
　教育委員会では、新成人の輝かしい未来を願い、新

しい門出を祝福するため、今年も成人のつどいを行い

ますので、対象の皆さんはぜひご出席されますようお

願いいたします。

　対象の方は、今年度20歳になる平成11年４月２日か

ら平成12年４月１日に生まれた方です。

　町内に住所登録をされている方は直接郵送にてご案

内する予定ですが、お盆に帰省された際に出席を希望

される方は、７月19日（金）までに教育委員会社会教

育係（電話62-2253）へお申し込みください。

と　き　８月14日（水）
　　　　午前９時15分　受付
　　　　午前10時45分　式典
ところ　乙部町民会館

　

六
月
五
日
（
水
）
公
民
館
に
お

い
て
、
乙
部
町
少
年
の
主
張
大
会

が
開
催
さ
れ
、
乙
部
中
学
校
の
生

徒
が
、
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
・
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は

「
許
し
の
心
」
と
題
し
て
発
表
し
た

牛
谷
内
結
衣
さ
ん
（
三
年
）
が
、

優
秀
賞
に
は
「
努
力
の
意
味
」
と

題
し
て
発
表
し
た
萬
木
乃
愛
さ
ん

（
同
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
牛
谷
内
さ
ん
は
、

自
分
の
ま
わ
り
の
人
間
関
係
に
苦

し
ん
で
い
た
が
、
祖
母
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
の
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
活
動
に
共
通

点
を
見
つ
け
「
相
手
を
許
す
」「
相

手
の
気
持
ち
を
汲
む
」こ
と
に
よ
り
、

状
況
が
よ
く
見
え
、
学
校
生
活
が

楽
し
く
な
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
萬
木
さ
ん
は
、
駅
伝

大
会
の
区
間
賞
を
逃
し
、
不
安
や

葛
藤
と
向
き
合
い
な
が
ら
の
辛
い

状
況
の
中
、
祖
父
と
恩
師
の
応
援
・

指
導
を
受
け
練
習
に
励
み
、
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

や
、
達
成
し
た
こ
と
へ
の
充
実
感

と
周
囲
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
思

い
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
生
徒
会
長
の
萬
木
さ

ん
が「
非
行
防
止
宣
言
」を
発
表
し
、

大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
牛
谷
内
さ
ん
と
萬
木
さ

ん
は
、
二
十
日
に
江
差
町
で
開
催

さ
れ
た
檜
山
地
区
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

中
学
生 

雄
弁
を
競
う

少
年
の
主
張
大
会

▲最優秀賞に選ばれた牛谷内さん
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７月は国保税（第1期）と固定資産税（第2期）の納期限です。

　

七
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
７
月
４
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習�

午
後
２
時
15
分

▽
７
月
23
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習�

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習�

午
後
３
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

防衛省・自衛隊からのお知らせ

【一般曹候補生とは？】
　将来部隊の中核となる自衛官を養成するコースです。選抜試験により幹部自衛官の道を目指すこともできます。

【自衛官候補生とは？】
　自衛官となるために必要な基礎的訓練を経て任用期間の定められた自衛官となるコースです。任用期間満了後は、任期を継続
する道や選抜試験により曹・幹部自衛官の道を目指すこともできます。

【航空学生とは？】
　海上、航空自衛隊のパイロットを育成するコースです。

※詳しい募集種目、試験内容や申し込み方法等については、江差地域事務所（自衛隊函館地方協力本部）へお問い合わせください。
【問い合わせ先】江差地域事務所　℡：0139-52-2476、担当：吉田（080-4405-9698）、野呂（080-4374-3711）

令和元年度自衛官等採用試験日程（令和２年３月下旬～４月上旬採用）

募集種目 資格 受付期間等 試験期日

一般曹候補生
（第２回） 18 歳～ 32 歳の男女

 　 （採用時）

7/1（日）～ 9/6（金） １次：9/20（金）～ 9/22（日）のうち指定する１日
２次：10/12（土）～ 10/14（月）のうち指定する１日

自衛官候補生 年間を通じて行っています。

航空学生
海自：18 歳～ 22 歳の男女
　　　（採用時）
空自：18 歳～ 20 歳の男女
　　　（採用時）

7/1（月）～ 9/6（金）
１次：9/16（月）
２次：10/15（火）～ 10/20（日）のうち指定する１日
３次：日程の細部は、２次試験合格後に通知

　

農
地
転
用
と
は
、一
般
的
に
は
、

住
宅
等
の
建
設
、
資
材
置
場
、
道

路
、山
林
等
の
用
地
に
す
る
な
ど
、

人
為
的
に
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
こ
と
や
土
砂
採
取
、
仮

設
道
路
、
仮
設
資
材
置
場
等
の
よ

う
に
農
地
を
一
時
的
に
一
定
期
間

耕
作
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
を
い
い
、
原
則
と
し
て
知
事
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
許
可
を
受
け
ず
に
転
用

行
為
を
行
な
っ
た
場
合
や
、
許
可

ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と

な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復

農
地
の
違
反
転
用
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

公
有
財
産
売
却

　

町
で
は
、
利
用
す
る
見
込
み
の

な
い
町
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札
参
加
資

格
等
、
詳
し
い
参
加
方
法
に
つ
い

て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

売
却
予
定
物
件
：
土
地
（
宅
地
）

●�

入
札
参
加
申
込
期
間
：

　

令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
）
～

　

令
和
元
年
七
月
十
二
日
（
金
）

●�

入
札
執
行
日
：

　

令
和
元
年
七
月
二
十
二
日（
月
）

　

十
三
時
三
十
分

お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
管
理
係

　
（
電
話
：
６
２
―
２
８
１
０
）

の
命
令
等
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

農
地
転
用
の
許
可
ま
で
に
は
、

審
査
や
手
続
き
等
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
中
に
は
転
用
で
き
な
い

農
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
転
用
予

定
地
が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め

に
乙
部
町
農
業
委
員
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

乙
部
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
電
話
：６
２
―
２
８
７
１
）

財
産
の

名
称

所
在
及
び

地
番

財
産
区
分

地
目

面
積（
㎡
）

栄
浜
地
区
町
有
地

乙
部
町
字
栄
浜

３
５
３
番
地
１

土　
地

宅　
地

４
２
０
．
１
１



〔21〕 ☆☆☆”看護師”職員募集のお知らせ☆☆☆　看護師の正規＆看護師・准看護師・看護助手の臨時職員を募集しています。
まずは臨時職員から働き始めてみませんか。院内保育所の利用や勤務時間もご相談ください。連絡お待しています。

お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）総看護師長　廣野

7月の診療予定です
外来診療体制

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院に
ご確認の上、受診してください。

　

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

午前･･･ 8時00分～ 11時30分  （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分
予約受付時間（定期患者のみ）13時～ 16時

※診療受付時間

循環器内科：宮森　大輔
　　　　　　　　みやもり　だいすけ
前任地：函館五稜郭病院
江差の印象：海と星が綺麗
趣味：旅行
特技：体調管理
専門及び関心のある領域：循環器、腎臓

患者さんに一言：循環器、腎臓を専門に診療しており、外来では主に心臓病や
血圧、糖尿病等の生活習慣病を担当しております。また同時に透析室管理や内
科系の入院管理も行っています。健康寿命の増進や症状の緩和に力を入れてお
りますので、何卒よろしくお願いします。

循環器内科：伊藤　良介
　　　　　　　　　いとう　りょうすけ
前任地：帯広厚生病院
江差の印象：街並みが趣深い、北海道最古のお祭りなど
歴史が深い
出身地：札幌
趣味：旅行、グルメ、温泉、読書
専門及び関心のある領域：循環器内科

患者さんへの一言：自分の専門に限らず、内科全般と幅広く診療を行い、一人
一人に誠意をもって、満足していただける医療を提供できるように精進いたし
ます。

☆☆☆　糖尿病教室のお知らせ　☆☆☆
　糖尿病について正しい知識を学び、生涯元気に暮らせるように江差病院では
今年度、奇数月の毎週木曜日に「糖尿病教室」を開催しております。参加費無
料となっておりますので、ご興味のある方は是非ご参加ください。
《７月開催予定》
日時　７月４日、１１日、１８日、２５日　１２：３０～　
場所：江差病院１階ロビー　会計横スペース

整 形 外 科 午前 月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前
午後

月から金曜日
月と金曜日

消 化 器 内 科

（初診及び再診）�午前　毎週水曜日（初診受付11時まで）
� 午後　8日.22日（月）
（再診のみ）�＊再診受付完全予約制
� 午前10時まで受付　　9日.23日
� 午前11時までの受付　1日.29日
� 午後　毎週木曜日

呼 吸 器 内 科 午前
午後

金曜日
木曜日

総 合 診 療 科 午前 月から木曜日（初診受付11時まで）
（なお、月曜日は午前10時から診療）

総合診療（外科） 午前 火曜日から木曜日
外 科 午前 12日.26日
小 児 科 午前 月から金曜日

泌 尿 器 科 午前
午後

月から金曜日
水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日（初診は完全予約制）
産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前 2日.3日.11日.16日.17日.24日.25日.30日.31日

（初診受付11時までにお願いします）
午後 10日.24日

眼 科

午前 11日.25日
（予約以外の方は10時までに受付）

午後 3日.17日.24日
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様にのみ対応いたします。

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科 午前 5日.19日

ねんきんの窓

　国民年金保険料免除制度は、本人、配偶者、世帯主の前年所得がそれぞれ一定額以下、または失業などで収入
が少なく保険料の納付が困難な方が申請することによって、保険料が全額免除または一部納付（免除）となる制
度です。

※�４分の１納付、半額納付、４分の３納付が承認された期間は、その保険料を納付しないと未納期間となり、老
齢基礎年金・障害基礎年金等を受けられなくなる場合がありますので納め忘れのないようご注意ください。

【免除が承認された場合の保険料納付額（月額）と年金額への反映割合】

★申請・問合せ先　・・・・　役場町民課年金係　（℡ ６２－２８５５）★

（対象期間は令和元年７月分～令和２年６月分です）
７月から令和元年度国民年金保険料の免除申請を受付します。

☆新任医師紹介☆

免除区分 免除となる所得基準
（前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること）

保険料納付額
（月額）

年金額への
反映割合

全額免除 （扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円 納付なし 4/8
4 分の 1 納付（4 分の 3 免除） 　７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 4,100 円 5/8
半額納付（半額免除） １１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 8,210 円 6/8
4 分の 3 納付（4 分の 1 免除） １５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 12,310 円 7/8
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間伐で未来につなぐ北の森
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最近・・・乙部病院通院中の患者さんの中に、毎日缶コーヒー
を飲んでいる方が多数おられることがわかりました。
①缶コーヒーって・・・やっぱりダメなんですか？
　なんとなくそう感じている方も多いようです。
　朝のスッキリ目覚め・爽やかな気分でお仕事へ・・・などの
ために毎日飲んでいる方がおります。
　最高はなんと1日5本、1日1本飲んでる人はザラにいるようです。
　「缶コーヒーは悪魔の飲み物」という医師もいるほど砂糖が
はいってますよ。
②そんなにも缶コーヒーって・・・よくないんですか？
　おいしいですが・・・よくないです。
　普通の缶コーヒーで角砂糖5個、微糖で角砂糖2個です。
　こりゃあ大変！　けど最近角砂糖ってあまり見かけなくなり
ましたね～　あら不思議！
③夏は・・・やはりポカリスエットやオロナミンCだ！
　全くのデタラメです。ポカリ1本500ｍｌの中には角砂糖8個、
アクエリアス6個、コカコーラ14個、三ツ矢サイダー14個、

オロナミンC�5個��カゴメ野菜ジュース4個など、これらはすべ
て「砂糖のかたまりが溶けた液体」と思ったほうがよさそうです。
④では何飲めばいいんですか？
　お茶・水　な～んて決まりきった答えもつまらない。
　私はヤクルト・牛乳おすすめします。何十年も前からありま
すね。これで十分。
　病院でも2日に1回はヤクルト・牛乳がでます。
　牛乳は下痢する方が時々みられますが、ヤクルトはほとんど
大丈夫なようです。
　本格的な夏を前に水分や食事を考えるとよいと思います。

★�6月は２年目医師（女医）が当院での1か月間地域医療実習
無事終了。
　先日戻りましたことをご報告いたします。ご協力ありがとう
ございました。

院長　宮西秀二

乙 保町 院 よ部 病国 だ り

乙部町国民健康保険病院　7月外来診療日程表 午前 8:30 ～ 11:00
午後 1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
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※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※�診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する
ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。
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町 の 人 口
＝ 5月末現在＝

（�）内は前月との比較増減
〈�〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,875（- 2）〈＋ 4〉

人 口 3,652（- 14）〈- 18〉

男 1,683（- 5）〈- 10〉

女 1,969（- 9）〈- 8〉
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